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１．弘前市の概況（位置及び地勢） 

（１）位置及び地勢 

 弘前市は、青森県の南西部、津軽平野の南部に位置し、総面積523.60㎢と青森県

全体の5.7％を占めている。 

東に八甲田連峰を望み、西に青森県最高峰の秀峰岩木山を有し、南には秋田県に

またがる世界遺産白神山地が連なり、山々に抱かれた平野部では一級河川岩木川が

約30㎞にわたり穏やかに北流している。 

流域は県内屈指の穀倉地帯となっており、周辺の丘陵地では青森県の基幹農作物

であるりんごの約４割を生産するりんご園地が広がっているなど、緑豊かな自然環

境に恵まれている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）沿革   

  弘前市は、明治２２年に全国３１市の１つとして市制を施行し、この間、昭和３０

年代初頭のいわゆる昭和の大合併を経て、津軽地域の政治、経済、文化の中心都市と

して拡大してきた。 

さらに、時代は平成に遷り全国的に市町村合併が進展するなか、本市でも、平成１

８年２月２７日には隣接する岩木町、相馬村と合併し、人口189,043人（平成１７年国

勢調査）、面積523.6㎢の新しい弘前市が誕生した。 
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２．まちづくりの歴史と市街地の変遷 

全国の城下町の大半は、いわゆる戦国時代末期か

ら江戸時代初期に建設されており、弘前も、1603年

に津軽藩初代藩主津軽為信が城下の町割りに着手し、

1611年に二代藩主信枚のときにほぼ完成している。  

以来、多くの先人の知恵と苦労によって培われて

きたまちづくりは、お城を中心とした町割りや道路

形態に城下町のたたずまいを色濃くとどめながら、

現代の都市計画に受け継がれており、弘前のまちづくりの根幹を成している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

城下は、さらに東の街道沿いに

拡大する。 

江戸時代初期(1611年頃)の町割り 江戸時代前期(1700年頃)の町割り 江戸時代中期(1750年頃)の町割り

城の南側に、新たな寺町を配

置し、武家屋敷の城外移転を

進めたことにより、城下はさ

らに南東に拡大する。 

鉄道の開通、陸軍第八師団の設置により市

街地が東方、南方へ拡大する。 

 
昭和１４年の弘前の市街地

武家屋敷の多くは城内にあ

り、北部には神社、南部には

寺町が配置され、町屋は、主

に南東に配置されている。 

18世紀中期の城下の町割りと、現在の

市街地を重ね合わせると、基本的な道

路・町割の形態は現在の市街地と大き

な変化がなく、弘前の中心部は、城下

の町割りを、そのまま引き継いでいる。
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３．弘前の景観資源 

○自然資源 

・津軽富士「岩木山」、一級河川「岩木川」 

・日本一の生産量を誇る「りんご園」 

 

○歴史的資源 

・藩政期の歴史的建造物 

・禅林街、伝統的建造物群保存地区 

・明治･大正期の洋風建築物 

・昭和期の近代建築 

 

（１）弘前公園（都市計画公園名：鷹揚公園） 

史跡指定面積：約49.2ha   都市計画公園の決定：昭和23年10月29日 

弘前公園は、市民が弘前を語る場合に欠くことのできない場所であり、築城以来

４００年の歳月が流れた現在でも、弘前のまちづくりの方向性をリードする強い影

響力を持っている。 

また、観光資源として、特に、春の弘前城桜祭りの全国的な集客力は、地域経済

への貢献度も大きいものとなっている。 

弘前公園には、本丸に江戸時代に再建された天守（1611年完成、1627年落雷によ

り焼失するが、1810年再建）と、５つの城門（北門、南内門、東内門、追手門、東

門）、３つの隅櫓（丑虎櫓、辰巳櫓、未申櫓）が現存しており、いずれも重要文化

財に指定されている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 三の丸追手門

天 守 
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禅林街には約500mの杉並木があ

り、独特の景観を醸し出している。

（２）最勝院五重塔 

全国で最北に位置する五重塔であり、津軽統一

の過程で戦死した人々の、供養塔といわれている。

1664年から建立が始まったとされ、高さ31.2ｍ、

最上部の細長い相輪(そうりん)は9.4ｍあり、明治

41年に重要文化財に指定されている。 

 

（３）禅林街 

二代藩主信枚が、1612年に城の南西に津軽一円

の曹洞宗寺院３３ヵ寺(でら)を移転させ、寺院街

を形成し、出城(でじろ)とした。禅寺が林のよう

に並んでいることから、「禅林街」と呼ばれるよう

になったと言われている。 

その中心となるのが、津軽家菩提寺の長勝寺で

あり、1629年に建築され、高さが16.2ｍある壮大

な三門、曹洞宗の本堂としては全国的にも最古に

属する、1610年に建築された本堂、僧侶の住まい

である庫裏(くり)があり、重要文化財に指定され

ている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）弘前市仲町伝統的建造物群保存地区 

地区内には、当時の地割りが残っており、門や板塀、全長2,700mのサワラ垣など

が、江戸時代の武家屋敷の町並みを形成していることから、国の重要伝統的建造物

群保存地区の選定を受けている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

三門 本堂 庫裏 

地区内には、江戸時代後期に建

築された、中級武家の住宅であ

る、岩田家住宅が、県重宝に指

定されている。 
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（５）明治･大正期の洋風建築物 

明治には、旧藩学校を引き継いだ私学の東奥義塾が、

英語教師としてキリスト教の宣教師を招いたこともあ

り、外国人教師館や教会が建築された。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

明治以降、地方の擬洋風建築は、その地方の棟梁の腕によるところが大きいとさ

れており、弘前を代表する棟梁として堀江佐吉がいる。 

 

 

 

 

 

 

 

（６）近代建築（前川國男建築） 

日本の昭和期の近代建築において、最も重要な建築家の一人として前川國男がお

り、弘前に処女作を含め８作品を建築している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

前川國男は、パリに渡り、２年間、ル･コルビュジェに師事し、弟子には、東京都庁舎を設

計した丹下健三がいる。新潟生まれの東京育ちだが、母親が弘前出身であり、パリでも弘前

の人と親交を深めるなど、弘前に縁があった。 

旧東奥義塾外人教師館 

市民会館 

市立病院 緑の相談所 市立博物館 

弘前市庁舎本館 

斎場 

弘前学院外人教師館 

県立弘前中央高校講堂 

日本基督教団弘前教会教会堂 弘前昇天教会教会堂 

旧第五十九銀行本店本館 

木村産業研究所 

旧弘前偕行社 旧弘前市立図書館 
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４．景観への取り組み 

（１）景観施策に至る背景 

○景観資源の再確認 

・昭和50年 

   全国紙の特集記事「風格のある都市」において「東の横綱」に選定される 

・昭和53年 

   仲町地区が，伝統的建造物群保存地区に選定される 

○都市の変貌 

・昭和50年代半ばからの市街地開発事業･宅地開発などによる都市化･郊外化 

・モータリゼーションの進展、大型商業店舗の立地･屋外広告物の乱立 

・マンション等大型建築物の立地 

 

 

景観問題のクローズアップ 

景観保全への関心の高まり 

 

 

（２）都市景観施策の歩み 

○「都市景観形成モデル都市」の指定（平成元年） 

○「都市景観ガイドプラン」策定（平成２年） 

○「街並み景観ガイドライン」策定（平成３年） 

・「モデル事業重点地区」の設定 

・地区内を6地区にゾーニング，地区毎の方針 

 

○「趣のある建物」指定制度（平成20年・21年実施） 

・弘前の風情を醸し出している古い建物を 

「趣のある建物」として指定し、情報発信 

 

 

 

（３）都市景観施策の体系づくり 

○「弘前市都市景観条例」の制定（平成６年） 

  ・大規模建築物等の事前届出制度 

  ・都市景観審議会の設置 

○「弘前市都市景観条例」の一部改正（平成８年） 

  ・大規模建築物等の事前届出制度の対象区域を拡大（市街化区域⇒市内全域） 

 ○「景観行政団体」へ移行（平成20年４月） 

  ・景観法に基づく景観計画策定着手 
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 （４）住民参加型の景観作り 

○「都市景観フォーラム」開催（平成元年以降ほぼ毎年開催） 

・平成元年以降毎年開催 

・景観への意識の高揚 

・景観資源の再認識･景観づくりの学習 

 

 

 

○「景観づくりガイドブック」作成（平成10年） 

・景観づくりのヒント集 

・弘前の景観資源の紹介 

・他都市の優良事例の紹介 

 

 

 

○「わたしたちが選ぶ弘前の景観2004」（平成16年実施） 

景観観察隊が見た弘前 

・景観づくりの人材の育成 

・１年間にわたる活動 

・市民による景観資源の発掘･紹介 
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５．景観づくりの事例 

○都市計画道路３･４･９号 

・弘前公園周辺の景観向上 

・歩行者空間の整備 

・背面供給による無電柱化 

・歩道への御影石の使用 

・桜の保護･育成に配慮 

・市民･観光客の休憩や語らい

の場となる街角広場の整備 

 

 

 

 

○都市計画道路３･４･６号（城西大橋） 

・平成4年度手づくり郷土賞受賞 

照明灯は、津軽塗りに使用するねりべらを、親柱のオブジェや高欄には、模様付

けに使用するしかけべらをデザインをモチーフにした。 

 

 

 

 

 

 

 

・街路灯の撤去（移設）による岩木山眺望の確保 

 

 

 

 

 

 

 

○都市計画道路３･３･２号交差点照明 

中土手町交差点の照明は、ランドマー

クとして五重塔の相輪をデザインのモ

チーフにした 
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○都市計画道路３･４･７号 

・歩道の黒御影石を組み合わせたこぎん刺しのデザイン 

 

 

 

 

 

 

・城下町特有の枡形の形を変えることなく整備 

 

 

 

 

 

 

○弘前駅自由通路 

中の明かりが透けて見えるねぷたのイメージと、横格子の外観デザインを取り入れ、

城下町の玄関口として、お城の門をイメージするデザインとした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○商店街の壁面のセットバック 

「こみせ」は藩政時代のアーケード状の通路であり、新しい商店街も１階の壁面を

セットバックし、２階の壁面をせり出すことで、こみせの雰囲気を醸し出している。 

 

 

 

 

 

 

 このように、まちのあちらこちらに弘前の歴史文化資産をさりげなく取り入れたま

ちづくりを行っている。 
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２．弘前市の文化財の状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

仲町伝建地区 

弘前公園 

藤田記念庭園 

長勝寺（禅林街）

新寺町界隈
最勝院五重塔 

旧伊藤・梅田家
石場家
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 （２ ）仲町重要伝統的建造物保存地区 

    保存地区の面積：約10.6ha  都市計画の決定：昭和53年2月27日 

 

    仲町伝建地区は、弘前城の完成後まもなく町割りされた地域で、当初は町屋

や足軽町、禄の低い役職の住居が連なっていた。 

その後、武士の郭外移転に伴い、中級・下級武士などが居住することになる

が、町割り自体は、当初からほとんど変わっていない。 

    武家屋敷の構えとしては、周囲を生け垣（サワラ垣）で囲み、道路沿いの中

ほどに門を構え、庭をはさんで主屋を配したものが多く、庭には、松やサワラ

などを植栽し道路からの景観に配慮していたが、主屋の裏は空き地とし夏場は

野菜畑、冬場は雪置き場として活用していたようである。 

    仲町伝建地区は、現在でも、当時の地割りを基本に、サワラの生け垣に囲ま

れた静かな環境を保っており、今も旧武家住宅地としての特徴を多く残しつつ、

多くの住民が生活の場としている地区である。 
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６．景観上の課題 

（１）景観資源の保全と形成 

○岩木山や五重塔をはじめとした眺望景観の保全 

・本丸や城西大橋からの岩木山 

・まちなか（市街地）からの五重塔 

○城下町として歴史を実感できる景観の形成 

・固有の町割りや道路形態 

・寺院街や伝統的建造物、洋風建築などの歴史的建造物 

○自然・田園景観の保全 

・岩木山、岩木川などの自然環境 

・りんご畑、水田と、農山村集落 

○新しいもの（現代性）と古いもの（歴史性）の共存・融和 

・藩政期から明治、大正、昭和と、新旧の景観要素の共存 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）景観資源に対する市民意識 

○価値の認識 

市民が、優れた景観資源の価値を、弘前共有の財産とし

て理解し合い、共有する必要がある。 

 

○景観規制の必要性 

  景観規制は、市民の痛みを伴うものであることから、景観資源の価値を認識する

とともに、景観規制の強化についての必要性を、市民と共有する必要がある。 

・岩木山や五重塔の眺望を確保するための高さ規制 

・弘前公園などの重点地区におけるきめ細やかな規制・誘導 

 

 

本丸からの岩木山 

まちなか からの五重塔 

りんご、田んぼ、集落 旧消防屯所（趣のある建物） 和と洋の景観要素の共存

都市景観フォーラム 

五重塔の眺望の考え方（街並み景観ガイドライン）

城西大橋

岩木山の眺望の考え方 
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（３）実効性のある景観規制の体系づくり 

○自主条例から景観法に基づく景観規制 

・自主条例よる指導・助言の限界 

  → 景観法の制定、景観行政団体への移行、景観計画の策定など 

    【策定体制】①策定委員会（庁内組織） 

          ②アドバイザリー会議（学識経験者・専門家） 

          ③景観懇談会（ＮＰＯ等・公募市民） 

          ④都市景観審議会、⑤都市計画審議会など 

    【市民意見の反映】 

    ・市民アンケート（対象：16歳以上の市民2000人→回収数：700票） 

    ・「私の好きな・大切にしたい弘前の風景」募集→「風景展」開催 

・景観法に基づく勧告（変更命令）が可能 

→ 地域特性を活かした景観づくり（きめ細やかな景観形成基準） 

  ○その他関連制度の活用 

   ・屋外広告物条例の制定（市独自の許可基準） 

   ・都市計画制度の活用（景観地区や高度地区の必要性、地区計画の充実など） 


